
日 時

会 場

DV や性暴力などの被害は，深刻化しています。被害者の人権を侵害し，心を深く傷つ

け，その後も様々な影響を及ぼします。どんなに親しい間柄でも決して許されるものでは

ありません。DV・性暴力などの本質や実態を正しく理解し，被害者を支援するために，

専門家のお話を伺います。

かんの らん

菅野 蘭さん

毎日新聞西部本社 鹿児島支局 記者
2012 年に毎日新聞社入社。

取材テーマは性暴力や犯罪被害の支援，心のトラウ

マ，住んでいる都道府県によって取り締まりの基準

が異なる「盗撮」など。

毎日新聞のコラム「記者の目」や雑誌で，自身も性

暴力サバイバーでＰＴＳＤでの休職経験があるこ

とを公表している。

Twitter の記者アカウントは＠kanno1ran

令和２年１１月２０日（金） 1１/５

主 催 鹿児島県

講 師

鹿児島県男女共同参画センター

( かごしま県民交流センター

男女共同参画推進課 )

【住所】 鹿児島市山下町 14－50

【ＴＥＬ】 099-221-6603

【ＦＡＸ】 099-221-6640

【Email】 p-harmony@pref .kagoshima. lg . jp

１１月１２日～１１月２５日 女性に対する暴力をなくす運動

講 演 13:30～15:30 【受付13:00～】

定 員 100名程度

対 象 県民の方

《入場無料》

イラスト ふわふわ。り

かごしま県民交流センター

大ホール(西棟２F)

〈県民向けちらし〉

mailto:p-harmony@pref.kagoshima.lg.jp

